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楽し学舎 ～生徒も教師もわくわくする 絆づくり中学校～

「少年よ、大志を抱け」これは、「北海道開拓の父」と呼ばれたウィリアム･スミス･クラーク博士の

有名な言葉です。明治時代に、当時の札幌農学校（後の北海道大学）教頭先生として赴任したクラー

ク博士は、１年間という短い滞在期間でしたが、化学、植物学、動物学の専門家として常に学生と共

に活動し、学生たちから尊敬される存在でした。そのクラーク博士が、１８７７年にアメリカへ帰国

するときに学生たちへ送ったメッセージがこの言葉でした。クラーク博士の「Boys ｂe ambitious

( like this oldman ).」（原文）の言葉には、「少年よ、自分のためや名誉を求めることに野心を燃や

すことなく、自分のやるべきことを成し遂げる大望を抱け」という意味が込められていると言われて

います。

皆さんも、将来はこんな仕事をやってみたい、こんなことをしてみたいなど、それぞれの夢をもっ

ていることと思います。しかし、“夢”は目覚めると消えてしまうもの、なかなか実現はしないものか

もしれません。ならば、皆さんのその思いを個人の願いである“夢”の枠を超えて、世の中の人のた

めになる“ 志 ”に発展させてみませんか。夢は個人的なもので簡単にあきらめてしまうことがあ
こころざし

りますが、志には人の役に立つためにという使命感があり、最後まで成し遂げようとする「前向きな

心」につながります。

中学校では、キャリア教育・進路指導で一人一人の社会的･職業的自立に向け、必要な基盤となる

能力や態度を身に付けます。そこで、将来自分が何をしたいのか、どんな大人になりたいのかという

イメージをもつことはとても重要です。毎日の活動や体験から皆さんが自分の夢や希望を見つけ、そ

こに向かって日々努力をすることで、“夢”が“志”に変わっていくことを期待しています。

令和４年度 県東地区総体 日程 ※試合時間等の詳細は各部活動顧問より連絡あります。
６月２７日(月) ６月２８日(火) ６月２９日(水) ６月３０日(木) ７月１日(金) ７月２日(土)

卓球 男子 対鹿附属･潮一 個人戦２回戦～
防災アリーナ 防災アリーナ

卓球 女子 対 大野中 個人戦２回戦～
防災アリーナ 防災アリーナ

バレー 高松･玉造(ﾘｰｸﾞ) 決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ 準決勝・決勝
ボール カシマスポセン カシマスポセン カシマスポセン

野球 対麻生北浦9:00 対日の出13:30 9:00 準決勝・決勝
旭スポセン 旭スポセン 旭スポセン 旭・鉾田総合

Sテニス男子 団体 対鉾田南 個人戦 10:00∼ 個人戦 9:00∼
神栖海浜コート 神栖海浜コート 神栖海浜コート

Sテニス女子 団体 対神栖四 個人戦 9:00∼ 個人戦 9:00∼
神栖海浜コート 神栖海浜コート 神栖海浜コート

バスケ男子 対鉾田南13:30 13:00∼ 準決勝・決勝
防災アリーナ 防災アリーナ 防災アリーナ

バスケ女子 対鹿野 9:00 10:00∼ 準決勝・決勝
防災アリーナ 防災アリーナ 防災アリーナ

サッカー 対神栖一 9:00 12:00∼ 準決勝・決勝
卜伝の郷 卜伝の郷 卜伝の郷

柔道 男女 個人戦10:30～ 団体戦 9:10∼
神栖市武道館 神栖市武道館

剣道 男子 団体 対大洋中 個人戦
カシマスポセン カシマスポセン

剣道 女子 個人戦 団体対神栖一
カシマスポセン カシマスポセン



～主体的に学び、考え、説明できる生徒～
本校の学力向上についての目標は「学び合い～主体的に学び、

考え、説明できる生徒」の育成を目指して取り組んでいます。

（取組の詳細は、４月に配付しましたグランドデザインを参照ください。）

本校では、生徒の「学び合い」を活性化させるために、数年前

からアクティブ･ラーニングの授業を充実させています。では、ア 【↑ﾗｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾗﾐｯﾄﾞ：学習方法と学習の平

クティブ･ラーニングってどんな授業のことなのでしょうか。 均定着率との関係図】能動的な学習の方が

日本語では「主体的な学び・能動的な学び」と訳されています 学んだ内容をより定着することができます

が、昨年度から始まっている新学習指導要領では、目指す学び

の姿を具体的で分かりやすくするため、『主体的･対話的で深い

学び』という言い方をしています。

めまぐるしく変化する現代においては、既存の知識・技能だ

けでは通用できなくなっています。常に学びながら、社会や環

境の変化に対応し問題を解決していく力が必要になっていま

す。少し考えれば当たり前です。３０年前は知らなくても済んだ

パソコン技術は、今やどこの職場にも欠かせません。今の多く

の大人たちは働きながら学んできたはずです。学び続けないと

社会に取り残されてしまいますから、この傾向はさらに続くに

違いありません。 ↑生徒司会：教師と共に授業進行】

例えば、以前は環境問題や人口問題などあまり気にしないで

生活できましたが、今や人類共通の大きな課題になっていま

す。将来を生きる今の生徒たちには、さらに新しい様々な課題

が待ち受けているに違いありません。だからこそ、創造的に、主

体的に課題を乗り越えていく力が必要とされているのです。

こうしたことが、アクティブ・ラーニングが求められる背景に

もなっています。「主体的な学び・能動的な学び」は、今までの

時代でも大事だったに決まっています。そんなに真新しいこと

ではありません。しかし、変化の激しい現代では、ますます重要

になっているということです。 【↑グループでの学び合い】

本校が、そして神栖市が推進している授業は、まさにこの『主

体的・対話的で深い学び』を実現するためのものです。昔から

伝統的に行われてきた教師が授けるタイプの授業から脱却し、

自ら知識・技能を習得し、協働して学ぶ態度を育成していこう

というものです。以下の点が特徴的な点です。

（１） 学習活動は、①課題把握、②思考・解決、③検証・深化、

④定着・発展 の４段階からなる。

（２） 授業の中で、個人、ペアやグループ、学級全体での学

習形態を使い分ける。

（３） 生徒が授業の司会を務め、進行する。 【↑学級全体での練り上げ】

このような授業を通して、生徒の学力を伸ばし、主体性と協働して解決する力を育むことに努力してい

ます。アクティブ・ラーニングの授業は神栖市全体で取り組んでいます。神栖二中学区では、児童生徒の

実態に合わせた授業スタイルも研修しています。継続して取り組んできたため、神栖二中学区の児童生徒

の学力は着実に向上しています。（授業の様子等はホームページでも紹介していますのでご覧ください。）


